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令和 8 年
第3 回定例会

児童館のティーンズコーディネート事業児童館のティーンズコーディネート事業
令和８年度一般会計補正予算（第１号）を可決令和８年度一般会計補正予算（第１号）を可決

定例会の経過定例会の経過
＜6月＞
　2日　�議案13件上程 

報告７件　選挙１件
　5日　�議案質疑
　9日　議会運営委員会
１0日　一般質問
１1日　一般質問
１2日　一般質問
１5日　�一般質問

１7日　�２常任委員会 
  （総務財政・文化教育）

１8日　�２常任委員会 
  （保健福祉・産業建設）

２4日　�請願２件　議案13件　採決 
人事案件２件　議案１件 
意見書１件　決議２件 
上程・採決

高階児童館の事業（いちごの日）の風景高階児童館の事業（いちごの日）の風景川越駅東口児童館の図書室に集まるこどもたち川越駅東口児童館の図書室に集まるこどもたち

改修の検討を進めるこどもの城改修の検討を進めるこどもの城
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16件の市長提出議案を審議しました。採決の結果は議決結果一覧表を、
各議案への質疑は３～５ページをそれぞれご覧ください。市長提出議案

開発許可等の基準に関する
条例の一部改正　議案第49号

一般会計補正予算（第１号） 
議案第56号

改正の趣旨
　市街化調整区域における開発許可の基準を見直す
ため、川越市開発許可等の基準に関する条例の一部
を改正しようとするもの。
改正の内容
　都市計画法第34条第12号に定める開発行為につい
て、次に掲げる措置を講じようとするもの。
⑴�都市計画マスタープランに即して市長が予定建築

物の用途に限り指定した土地の区域において、当該
指定に適合した建築物を建築する目的で行う開発
行為を新たに加えようとするもの。

⑵�自己の居住の用に供する建築物を建築する目的で
行う開発行為の要件について、親族の範囲を３親
等内のものに限ることとしようとするもの。

施行期日
　一部を除き、公布の日

 ４月１日付で交渉団体結成届が提出され、柳沢貴雄議員、小林透議員、小林薫議員による
「川越市民の会」が結成されました。

■訪問介護等サービス提供体制の確保支援
　�人材不足が喫緊の課題である訪問介護等サービス

について、その担い手を確保し、経営改善を図るこ
とで、地域において必要な介護サービスを利用者
が安心して受けられるよう、サービス提供体制の確
保に対する補助を行う。

■地域介護・福祉空間整備等施設整備事業
　�高齢者施設等の防災・減災対策を推進するため、

非常用自家発電設備の整備、防災改修等に対する
補助を行う。

■児童館におけるティーンズコーディネート事業
　�中高生世代の「居場所づくり」として、児童センタ

ーこどもの城を拠点に、ティーンズコーディネート
事業を実施する。

補正予算額　　　　　1億  525万2千円増
（補正後予算額）1439億5525万2千円

■ 全員一致で可決した議案
議案番号 議　　案　　名 議案番号 議　　案　　名

請願 2 「ホルムズ海峡封鎖等の影響を受ける中小企業・小規模企業者への緊急支援策
の実施を求める意見書」の提出を求める請願書 議案 55 川越市立小・中学校学習者用コンピュータの取得

議案 45 川越市税条例の一部を改正する条例 議案 56 令和８年度川越市一般会計補正予算（第１号）
議案 46 川越市印鑑条例の一部を改正する条例 議案 57 非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
議案 47 川越市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 議案 54 なぐわし公園整備事業用地の取得
議案 48 川越市保育料等に関する条例の一部を改正する条例 同意 2 副市長の選任につき同意を求めること� 〈西川洋祐 氏〉
議案 50 川越市立小中学校適正規模・適正配置審議会条例の一部を改正する条例 同意 3 公平委員会委員の選任につき同意を求めること� 〈大塩　慧 氏〉
議案 51 旧川越市立診療所解体工事請負契約 議案 58 川越市職員退職手当条例の一部を改正する条例

議案 52 資源化センター熱回収施設定期整備工事請負契約 意見書 2 ホルムズ海峡封鎖等の影響を受ける中小企業・小規模事業者への緊急支援策
の実施を求める意見書

議案 53 川越市立川越高等学校トイレ改修工事（Ｄ棟・体育館棟）請負契約 ＊議長は採決に加わっていません
＊議案54は、議案に関係する議員10人は採決に加わっていません　

今定例会で審議した議案の議決結果は以下のとおりです。議案議決結果一覧表

■ 賛否が分かれた議案� 　○……賛成　　×……反対　　△……退席

議案番号 議　　案　　名 議決結果

会派等の賛否
初
雁
自
由
政
令
会

公
明
党
議
員
団

川
越
志
政
会

日
本
共
産
党
議
員
団

川
越
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

川
越
市
民
の
会

川
越
未
来
の
会

無会派
無
所
属
A

無
所
属
B

無
所
属
C

8人 7人 6人 4 人 3人 3人 2人 1人 1人 1人

請願 1 身体障害者手帳４級への医療費助成制度の継続を求める請願書 不採択 × × 〇 〇 〇 ※１ 〇 × × ×
議案 49 川越市開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
決議 1 小林透議員に対する問責決議 否決 × × 〇 × × ※２ × × × ×
決議 2 吉敷賢一郎議員に対する問責決議 否決 〇 × ※３ × × ※４ × △ 〇 △

＊議長は採決に加わっていません　※１…賛成２人、反対１人　※２…議案に関係する議員１人は採決に加わっていません。反対２人　※３…議案に関係する議員１人は採決に加わっていません。反対５人　※４…賛成１人、反対２人

●会派結成のお知らせ●

初雁自由政令会 江田崇　　　小島洋一      小林範子　　牛窪喜史　　
海沼秀幸　　小高浩行　　吉野郁惠　　中原秀文

公明党議員団 須藤直樹　　鈴木謙一郎　嶋田弘二　　田畑たき子
中村文明　　桐野忠　　　小ノ澤哲也

川越志政会 松本きみ　　倉嶋真史　　粂真美子　　中野敏浩　
栗原瑞治　〇吉敷賢一郎

会派別所属議員　◎：議長　  ○：副議長
日本共産党議員団 池浜あけみ　今野英子　　柿田有一　　川口知子　
川越政策フォーラム 髙橋剛　　　山木綾子　◎片野広隆
川越市民の会 柳沢貴雄　　小林透　　　小林薫
川越未来の会 加藤みなこ　神田賢志
無会派 伊藤正子（無所属 A）　村山博紀（無所属 B）　川口啓介（無所属 C） 
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問保育士資格を持たない理学療法士等を保育士と見なす
ことによるデメリットは。
答理学療法士等は保育の専門資格を持たないため、保育
士との知識・経験の差を懸念する声がある。そのため、
国の基準では理学療法士等が保育に関わる際に施設の保
育士の支援を受けられる体制を確保し、原則として保育
士とグループを組み、同一の保育室で保育を行うことと
している。また、施設長は理学療法士等に対し、研修機
会の確保など、資質向上に努めることとされている。こ
れらにより現時点では大きなデメリットはないと考える。

問条例改正の背景は。
答令和８年度から本格実施となった乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）の公定価格の告示を受け、市
立保育所の当該事業に係る保育料を改めるものである。
問令和７年度の試行的事業の分析結果を令和８年度の事
業にどのように反映させているのか。
答分析結果や利用者アンケートの意見を市内事業者と共
有するとともに、低年齢児の利用ニーズを捉え、市立保
育所として事業を実施している名細保育園、脇田新町保
育園の利用対象年齢を引き下げるなどの対応を図った。

問区域指定を行う際、地域住民への説明や意見の聴取は
どのように行うのか。
答条例の施行規則および指定運用方針に基づき、土地利
用に関する計画案を作成し、地域住民へ計画案の周知お
よび意見聴取を行う。
問自己用住宅の基準について、親族要件を６親等から３
親等に見直す理由は。
答都市計画法第34条第12号の一定要件を満たす個人の分
家住宅として適切ではない事例があるため、扶養義務の
ある３親等内に見直しをする。

議案第48号

公明党
保育料等に関する条例の一部改正

議案第49号

川越未来の会｜公明党｜初雁自由政令会｜日本共産党

開発許可等の基準に関する条例
の一部改正

問従前から居住している農家やその分家の住宅について、
条例改正による影響はあるのか。
答農業を営む者の住宅等の建築は都市計画法で許可不要
となる開発行為として規定されており、また、分家住宅
の親族要件の厳格化は従前から居住している分家住宅を
対象としていないため、いずれも条例改正の影響はない。

問産業用地を創出するための新たな開発手法として、な
ぜ条例改正が必要なのか。
答総合計画等で位置付けた土地利用想定箇所において、
民間開発を誘導し、土地利用転換を図ることで産業用地
を創出し、企業誘致を進めているが、都市計画手続き等
に相当な期間を要していた。そのため、総合計画等で沿
道型利用地と位置付けた幹線道路沿いでの個別開発の許
可基準を見直し、新たな開発手法を創設することにより、
スピーディーな土地利用転換と企業誘致のさらなる促進
が期待できることから、今回の条例改正に至った。

問産業系12号が新たな企業誘致につながる一方、市街化
調整区域に大規模な工場が稼働すると住環境や農業に負
荷がかかることがある。指定区域に通学路が含まれる場
合、育成会や地元自治会に説明する機会を設けるのか。
答条例の施行規則および指定運用方針に基づき、産業系
12号の指定区域内および区域周辺の住民に対して市が作
成した土地利用に関する計画案を周知し、意見聴取を行
う。その上で、地元自治会や育成会などの学校関係者か
らの意見を踏まえた計画案に沿って、区域指定の手続き
を進めていきたいと考えている。

問審議会では市の将来をどのように予測しているか。
答本市の児童生徒数が今後も減少し、一定の集団規模が
確保できなくなると良好な教育環境を維持することが困
難になり、学校運営上の問題が生じることが懸念される。
問10年後、目標使用年数に達する学校施設の更新費用は。
答一般財団法人建築保全センターが示す単価を基に試算
すると、総額247億700万円となる見込みである。
問小中学校適正規模・適正配置の市の今後の進め方は。
答基本方針を今年度策定し、児童生徒、保護者、地域住
民の意見も踏まえ、具体的な計画を策定していく。

議案第50号

初雁自由政令会｜無会派

市立小中学校適正規模・適正配置審議
会条例の一部改正

議案第47号

川越志政会

児童福祉施設の設備及び運営に
関する基準を定める条例等の一
部改正

今定例会では延べ20名の議員が質疑を行いました。
採決の際、討論を行った議案には　　　　と表示し、
その内容は５ページに掲載しました。

討論あり
本会議における
議 案 質 疑
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問条例改正で、新たに加わる教育総務部は何を担うのか。
答学校施設を所管する教育総務部は、教育委員会内だけ
でなく、市長部局とも横断的に連携を図りながら、持続
可能で活力ある教育環境の構築に取り組んでいく。
問人口減少と建物の老朽化から方向性をいつ決めるのか。
答具体的な時期は示せないが、適正規模・適正配置の取
り組みを迅速に進める必要があると考えている。
問こどもや保護者の声をどのように反映していくのか。
答小中学校は地域コミュニティーの核となる性質を有し
ているので、地域の理解と協力を得て、進めていく。

問跡地利用に関する方向性は。
答跡地利用については、現在、当該用地東側道路に埋設
されている下水道管の改修工事を計画していることから、
切り回し道路等の設置用地としての活用を予定している。
また、下水道管の改修工事後は、当分の間は現在と同様、
庁用車等の駐車場として使用することを予定している。

問この地域は地盤が緩く重機通行の対策も必要となる。
本年度の工事スケジュールはどうなるのか。
答本年度は、工事着手前に近隣住民へ周知を行い、説明
会を７月末頃までに開催したい。また、解体する建物付
近の住宅等には、工事に起因する影響を確認するための
現況調査を実施する。その後、重機等の走行経路の一部
のアスファルトを剝がし、鉄板を敷いた上で再舗装する
経路補強工事等を行い、安全に通行できる状態を確保し
た上で解体作業に着手する。なお、年度内にはおおむね
解体作業を完了させる見込みである。

問今年度の定期整備工事の内容は、どのような考え方で
決めたのか。
答施設稼働時に作成した維持管理計画を基にした定期的
な整備と毎年度実施している定期点検結果を基に、当該
業者および運転管理業者からヒアリングを行い、故障の
予兆が見られる設備のうち、ごみ処理に影響を与える設
備を優先的に整備することとしている。

問各工事箇所の整備頻度は。
答破砕機１機は毎年、もう１機は２年に１度、ガス化炉
耐火物とスラグ分級装置２基は竣工後初めて、溶融炉耐
火物は毎年、アルミ選別機の部品交換は12年ぶり、溶融
飛灰搬送コンベヤー４基は10年ぶりの整備となっている。

議案第51号

公明党｜日本共産党
旧市立診療所解体工事請負契約

議案第52号

公明党｜日本共産党

資源化センター熱回収施設定期
整備工事請負契約

問熱回収施設は、今後どのように整備していくのか。
答熱回収施設は、計画的な整備工事等の実施により、各
設備は良好に維持されているが、一部の機器は老朽化が
進行している。今後も良好な状態で維持管理していくた
め、熱回収施設の整備計画の策定に着手していく。

問取得における財源の内訳は。
答国の補助金を活用し、市の負担は３分の１。そのうち
９割を地方債で賄い、一般財源は約5300万円である。
問選定に当たり、どのような検討を進めてきたか。
答堅固性の高さを重要視し、タッチペンの操作性を含め
現行より高性能な機種を検討した。クロームＯＳを継続
し、安心して学習できる環境の確保を優先した。
問いつから新しい学習者用コンピュータを使用できるか。
答令和９年度の新学期から児童生徒が使用開始できるよ
う準備を進めている。

問訪問介護等サービス提供体制の確保支援の対象となる
市内事業所の人材不足をどのように把握しているか。
答介護保険事業計画を策定する際の調査結果に加え、事
業所からの相談や各種手続きの機会、事業者団体との情
報交換を通じて、把握に努めている。
問今後の社会情勢を踏まえた介護サービス需要は。
答高齢化の進展に伴い介護サービス需要の増加が見込ま
れる中、十分な提供体制の維持が重要と認識している。
今後も、介護保険事業計画に基づき、必要な介護サービ
スを安定的に提供できる体制の確保に努めていく。

問物価高騰に対する国の動向など、今後の見通しは。
答国においては、電気・ガス料金支援の他、地域の実情
に応じた支援を強化できるよう補正予算の編成が進めら
れており、その後の動向も含め注視していきたい。
問中高生世代の居場所づくりなど、市民に喜ばれる児童
館にするためにどのように取り組むのか。
答それぞれの児童館の特性を生かし、事業を推進してい
きたい。また、児童センターこどもの城は改修整備を予
定しており、現プラネタリウム空間の多目的化など、各
諸室の効果的な活用を目指し、検討を進めていく。

問なぐわし公園の運営・整備に当たり再公募する場合は、

議案第55号

川越志政会

市立小・中学校学習者用コンピュータ
の取得

議案第56号

川越未来の会｜日本共産党
令和８年度一般会計補正予算(第１号)

議案第54号

公明党｜日本共産党
なぐわし公園整備事業用地の取得
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どのように公募内容を変更するのか。
答辞退者へのヒアリング結果等を踏まえ、実勢価格の把
握や物価変動リスクへの対応、長期的な維持管理に係る
官民のリスク分担の在り方などを改めて整理する必要が
ある。
問再公募する場合、事業費は増加するのか。
答他自治体の事例も参考に、実勢価格や物価変動を踏ま
えた公募条件や提案上限額について再検討する必要があ
ると考えている。

問これまでの事業は順調に進んだのか。
答平成24年度に PiKOA、 平成27年度に芝生広場の供用
を開始したが、その後は他の大規模事業の状況や社会経
済状況等の影響により、公園整備事業の進捗を図ること
が難しい状況となっていた。
問地元や市民との協議はどのように行ってきたのか。
答地元自治会長、市議会議員等で構成する協議会や、学
識経験者、公募委員等で構成する連絡会議などで意見を
聞くとともに、地元への説明等を実施しながら整備を進
めてきた。

問候補者選定に当たり、どのような経緯があったのか。
答市の行政課題等を踏まえ、国との連携強化や広域的な
政策立案能力、幅広い行政経験を持つ人材が必要と判断

同意第２号

川越志政会

副市長の選任につき同意を求め
ること

賛成｜川越志政会
　委員会での採決が可否同数の場合、本来、「現状維持
の原則」により委員長採決で否決されるべきところ、十
分な議論が尽くされたとは言い難い中で、同制度は実施
に向かっている。このことに対し、当事者が立ち戻って
考えてほしいと声を上げられたのが本請願であり、その
声を議会が再び封じることになってはならないと考える。
賛成｜日本共産党
　低所得の身体障害者４級の医療費助成を廃止した市に
対して継続を求める請願に、私たち議員が応えるべき。
財政健全化などを理由に廃止するが、年６億円の中学校
給食費無償化を市単独で実施できるので、年6400万円の
医療費助成は継続可能。本人や家族の医療費負担が増え

請願第１号

身体障害者手帳４級への医療費
助成制度の継続を求める請願書

し、国土交通省に職員の派遣をお願いした。
問どのような分野での活躍を期待しているか。
答道路、防災、観光等の分野の経験を踏まえ、財源を含
め、国や県と連携して各施策を推進してもらいたい。
問新たに選任する副市長の担任事務はどうなるのか。
答まちづくり、産業、観光等の分野の他、広報および防
災分野の一部についても担任してもらう予定である。

問小林透議員が指摘した、公的な場で女性職員への花束
贈呈の際に膝を床につけたり、写真撮影の際に肩に手を
回す行為が公人として適切な行為と考えるのか、賛成者
として名を連ねている女性議員に伺う。
答環境型ハラスメントには当たらないと考える。
　※この答弁は複数の答弁者の発言をまとめたものです。

問環境型ハラスメントは、一般的に継続的・反復的な言
動により就業環境が害される状態を指すが、公務の場に
おいて継続的・反復的な言動はあったのか。
答過去にも同じような事があったということであり、３
月の常任委員会散会後の写真撮影の件は、２月の行政視
察の際の件もあったことから、継続的・反復的な行為に
当たるものと考えている。

決議第１号

初雁自由政令会
小林透議員に対する問責決議

討論あり

決議第２号

川越志政会
吉敷賢一郎議員に対する問責決議

討論あり

ることで、通院や投薬の中断が持病の悪化につながる。

反対｜初雁自由政令会
　今回の事案が環境型ハラスメントに該当するか否かは、
まさに議会が自浄能力を持って判断すべき重大事である。
その指摘を行った小林透議員を問責することは、今後、
市議会から告発者を排除する意思表示となり、反対する。

賛成｜初雁自由政令会
　我々は今、議会が「自浄能力」を持っているかどうか
を問われている。不都合な事実にふたをするのではなく
毅
き ぜ ん

然と事実を認め、非を改める。その姿こそが、市民か
らの信頼を回復する唯一の道であると確信している。

決議第１号

小林透議員に対する問責決議

決議第２号

吉敷賢一郎議員に対する問責決議

今定例会の最終日に次のような討論が行われました。討論
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29名の議員が
一般質問を行いました。

市政に関する
一般質問 質問した議員が選んだ１問を

掲載しています。

■問

答

質問

一 般 質 問 の 表 題
会 派 名 議 員 氏 名

質問の
順　番

中 継 映 像 の
２次元コード

通告の要約

答弁の要約

通告事項の要約

答弁者

※ 2 次元コードから各議員の
　中継映像がご覧いただけます

伊佐沼ハス復活で宿泊増を
初雁自由政令会 江

え

田
だ

　 崇
たかし

2

問５月１日のキャンプ場オープンから１カ月の利用割合
は日帰り客が35％。宿泊客を増やすには、早朝に美しい
花を咲かせるハスに期待が膨らむが、現在の育成状況は。
答産業観光部長　ハスの生育促進のために設置された一
部の囲いにおいて、葉が水面上に育ち、囲いの外側に広
がるなど着実に生育している。令和８年度は、ハスの保
全と再生に取り組んでいる伊佐沼の蓮を咲かそう会によ
り、ハスの生育に適した土壌づくりが行われ、良好な環
境が整い、自生する苗も確認されている。なお、同会で
は、10年後を目途に、ハスが伊佐沼の北側一面に生育す
ることを目指して再生に取り組んでいるとのことである。
質問ツーリズム拠点本格始動

問今後、土日や長期休業期間中など、部活動だけがある
日の「限定的な自転車通学」を認定することへの考えは。
答学校教育部長　自転車は道路交通法では軽車両に当た
り、通学の際には、事故のリスクや賠償責任が伴う。生
徒の安全を守るためにも、ヘルメットの着用や保険への
加入、定期的な安全点検など、学校が責任を持って管
理・指導できる体制づくりが重要となる。したがって、
限定的な自転車通学の認定については、生徒の安全確保
が何よりも重要であり、限定的な許可をする場合は、安
全管理上の課題、学校としての指導体制などを総合的に
検討し、慎重に判断する必要があると考える。
質問中学校自転車使用の課題

部活動限定的な自転車通学
初雁自由政令会 牛

う し く ぼ

窪 喜
ひ さ し

史
4 不登校対策で食と栄養啓発

初雁自由政令会 小
お だ か

高 浩
ひ ろ ゆ き

行
5

問不登校対策の一環として、川越市医師会などと連携し
ながら食と心のつながりや栄養の重要性を保護者に啓発
することについて、教育長の見解を問う。
答教育長　不登校対策において、食も大きな役割を担っ
ていると捉えている。不登校の児童生徒は、学校での給
食の喫食機会が少なく、家庭における食事が一層重要で
あると認識している。今後の不登校対策においても、家
庭への働き掛け、支援に対する保護者との共通理解を図
るとともに、川越市医師会、歯科医師会などの関係各機
関と協力しながら、教育委員会として具体的な啓発の方
法について検討していく。
質問食事と栄養の情報発信　　質問内水等の水害対策

市街化調整区域の法令順守
川越未来の会 加

か と う

藤 み な こ
1

問本件について、法曹実務に携わっていた市長として、
いつまでにどのような工程で解決まで進めていくのか。
答市長　市街化調整区域内の違反建築物について、市と
して、今の状況を容認できないという方針の下、監督処
分の実施も念頭に、この問題の早期解決に全力で取り組
んでいく。

質問市民安全の確保

問本川越駅周辺のまちづくりについて、市と西武鉄道と
が連携し検討・開発を進めるとのことだが、本川越駅駅
前広場における暫定利用などは考えているのか伺いたい。
答産業観光部長　本川越駅周辺のまちづくりと併せて、
本川越駅駅前広場の暫定利用について西武鉄道株式会社
と協議を行う中で、７月25日と26日に開催予定の川越百
万灯夏まつりで、昨年と同様、にぎわいを創出する広場
活用を検討し、川越商工会議所も含めて調整を行ってい
る。今後も広場の暫定活用について、西武鉄道株式会社
および関係者と検討を進めていきたいと考えている。

質問快適で魅力ある観光環境

本川越駅前広場の暫定利用
初雁自由政令会 ⼩

こ ば や し

林 範
の り こ

⼦
3
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自助、共助の推進
公明党 須

す ど う

藤 直
な お き

樹
11

問災害時に備えた家庭での準備や地域での助け合いなど、
自助、共助の推進につなげていくためには、どのような
取り組みが重要であると認識しているか伺う。
答危機管理監　大規模災害時は、公的支援がすぐには行
き渡らないことが想定されるため、日頃から自分の命は
自分で守るための備えをするなどの自助の取り組みや、
地域の住民同士、身近な人々が協力して助け合う共助の
取り組みが重要であると認識している。こどもから大人
までの幅広い世代が楽しみながら学べる防災スポーツや
避難所運営ゲームなどを取り入れた防災フェスの開催な
どは、自助、共助の推進につながるものと考えている。
質問防災対策　　　　　　　　質問窓口サービス

問障がいのある人が職場で孤立しないためのジョブコー
チ制度の活用状況について伺う。
答福祉部長　ジョブコーチ制度は、障害のある人が職場
に適応し安定して働き続けられるよう、専門的な知識や
経験を持つジョブコーチが職場に直接出向いて支援を行
う制度で、埼玉県障害者雇用総合サポートセンターで実
施している。本市において、
制度の活用実績はないが、
障害者本人の希望や就労先
の状況等を踏まえ、活用し
ていきたい。
質問障がい者の就労支援

誰もが自分らしく輝く！
公明党 鈴

す ず き

⽊ 謙
け ん い ち ろ う

⼀ 郎
10

南大塚駅周辺ムクドリ対策
川越志政会 松

ま つ も と

本 き み
7

問今後、本市が主導して周辺自治体との連携や共同によ
る誘導エリアの整備を検討する予定はあるのか。
答環境部長　ムクドリの飛来は、市域を越えて広域的に
移動する習性があるため、周辺自治体と連携して広域的
な視点で対策を講じることは重要であると認識している。
現在、誘導エリアを整備する計画はないが、近隣市との
連携は課題の一つとして捉えている。追い払い作業を実
施する際に、近隣市へ情報提供しているが、今後は近隣
自治体の被害状況や対策の実施状況について、情報交換
の機会を設けるなど、連携の在り方やより有効な対策方
法についても調査研究したいと考えている。
質問南大塚駅周辺ムクドリ　� 質問若者の文化芸術活動支援

問川越駅西口の川越市民サービスステーションの混雑を
解消するため、即効性のある対策として「書かない窓口
等、デジタル技術を導入すべきと考えるが、見解を伺う。
答市民部長　現在、本市はＤＸを推進しており、将来的
には、書かない窓口や来庁せずに完了できる手続きのよ
うに、市民にとって利便性の高い窓口サービスの在り方
を関係各課と協力しながら研究していく。

質問子ども夢シニア生きがい� 質問川越駅西口地区の諸課題

」

駅西口窓口の混雑解消へ
初雁自由政令会 中

な か は ら

原 秀
ひ で ふ み

文
6

さらなる物価高騰対策を！
公明党 桐

き り の

野　 忠
ただし

9

問国際情勢の不安定化は、市民一人一人の暮らしに直結
する。誰一人取り残さない視点で市民生活を守るため、
さらなる物価高騰対策として支援を行うべきでは？
答市長　中東情勢がさらに長期化することになれば、物
価高騰等の負担が一層重くなる恐れがあり、多くの市民
の生活への影響や不安がさらに拡大することが懸念され
る。これまでも、物価高騰対策として各種支援策に取り
組んできたが、今後も、市民が安心して生活できるよう、
国の補正予算や県などの動向を踏まえ、財源を確保した
上で、必要に応じた適切な支援、正確な情報の提供等を
迅速に行うよう努めていきたい。
質問中東情勢の影響と対策

魅力ある農業を目指して
公明党 中

な か む ら

村 文
ふ み あ き

明
8

問本市の農業がおかれている現状は大変な状況である。
魅力ある農業の実現を目指し、今後どのような支援を行
っていくのか。
答市長　農業は重要な産業の一つであり、多彩な農産物
が生産されていることは、本市の大きな魅力である。そ
のため、多様な担い手の育成・確保、生産性の向上など
に向けた農地の集約や設備投資への支援、地産地消の取
り組みなど、農業がさらなる魅力となるよう支援してい
く。さらに、米や季節野菜、ブドウやイチゴなど、テー
マや品目ごとのマルシェの開催など、本市の農産物のＰ
Ｒにつながる新たな取り組みも実施していきたい。
質問農業の現状と今後の支援　質問小中学校の諸課題
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おひとりさまの終活
公明党 田

た ば た

畑 た き 子
こ

15

問身寄りのない高齢者が増加している。国のガイドライ
ンに沿った終活支援における社会福祉協議会や民間事業
者との連携について伺う。
答福祉部長　一人暮らしや夫婦のみの高齢者世帯が増加
していく中、医療機関への入退院や施設への入退所、死
後の手続きなどに不安を感じる高齢者が増加することが
想定され、高齢者が安心して終活を進められる環境を整
備することが重要である。このような状況を鑑み、専門
的な知見やサービスを活用していくため、社会福祉協議
会との協議を行うとともに、民間事業者との連携につい
ても調査・研究していきたい。
質問おひとりさまの終活　　　質問ナラ枯れ対策

自治会へさらなる支援を！
川越志政会 倉

く ら し ま

嶋 真
ま さ し

史
12

問「自治会加入促進と自治会活動推進のための条例」を
制定すべきでは？
答栗原副市長　自治会は、他に代えることのできない協
働のパートナーであると認識している。自治会加入率の
低下等は、活動に大きな影響を及ぼすリスクがあるため、
市からの依頼事務の見直しなど負担軽減に努めている。
　いわゆる自治会加入促進条例を制定することについて
は、庁内関係部署による検討に加えて、川越市自治会連
合会等の、地域で活動する各種団体とも連携・協調する
必要があることから、他市の取り組みも参考にし、条例
の効果や課題について調査研究していく。
質問自治会加入促進　　　　　質問クリーンボックス設置

観光税による財源の確保を
川越志政会 粂

く め

　 真
ま み こ

美 子
13

問川越観光の核である伝統文化の保存・継承には多額の
費用がかかり負担は年々増大している。慢性的な財源不
足の解消に向けて観光税を導入すべきだが、市の考えは。
答財政部長　本市では令和６年度から関連部署と検討を
開始し、他市での導入事例や本市における導入可能性等
について調査研究を進めてきた。
　法定外税の導入に当たっては、税の意義を十分に理解
の上、慎重かつ十分な検討が行われることや納税者を含
む関係者への十分な事前説明が求められていることから、
有識者の意見聴取や関係事業者等へのアンケート調査の
実施について検討していく。
質問観光経営と財源確保　　� 質問越境している樹木の管理

ＤＣ建設の効果や影響
川越志政会 中

な か の

野 敏
と し ひ ろ

浩
16

問データセンターの建設による地域への経済効果や環境
負荷などの影響を踏まえた中で、市はデータセンターの
開発をどのように考えているのか伺う。
答栗原副市長　データセンターは現代のデジタル社会の
重要なインフラであり、本市経済の発展、雇用の促進、
税収の確保など、地域の持続的発展に寄与すると考えて
いる。一方で、周辺地域への環境負荷等が懸念されるこ
とから、事業者が計画段階から周辺環境と調和した運用
方法の検討を行い、地域住民への丁寧な説明に努めるな
ど、地域の実情に即した施設となることで、住民の福祉
の向上や行政サービスの充実につながると考えている。
質問データセンター

問福原地区に顕在するモスクに対する是正計画書の実効
性について、市長の考えを伺う。
答市長　是正計画書の実効性について、是正指導の結果、
土地を所有する会社関係者より、今後、集会等を行わな
いことや門扉を閉鎖するとの約束を取り付けた。市とし
ては、今の状況を容認する
ことはできないという方針
の下、引き続き建物の撤去
に向けて厳正に指導を行っ
ていく。

 質問歯と口の健康　　　　　　質問福原地域の諸課題

モスクの是正計画の実効性
初雁自由政令会 ⼩

こ じ ま

島 洋
よ う い ち

⼀
17

フレイル予防について
公明党 嶋

し ま だ

田 弘
こ う じ

二
14

問フレイル予防には、心身の健康とともに、社会参加も
重要と考えるが、通いの場に参加していない高齢者に対
し、どのように対策をしていくのか伺う。
答福祉部長　本市では、高齢者自身が心身の機能をチェ
ックする元気度チェックを作成し、さまざまな機会を通
じてセルフチェックの実施を促している。また、フレイ
ルの兆候が見られた場合には、地域包括支援センターを
案内することで、通いの場への参加をはじめとした社会
参加につながる支援を行っている。今後も、高齢者が地
域とのつながりを持ちながら安心して暮らし続けられる
よう、地域包括ケアシステムの推進に努めていく。
質問フレイル予防
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問カラス等によるごみ散乱被害対策やごみ集積所、ごみ
処理施設の維持管理など生活に密着した持続可能な廃棄
物政策は重要だ。政策の方向性について市の見解を伺う。
答市長　ごみの収集や処理は、社会の機能や人々の生活
を維持するために必要不可欠である。また、リサイクル
の推進のため、市民にごみの分別をより徹底してもらう
ための啓発の必要性も感じている。国においては、製品
と原料を循環させる新しい経済システムであるサーキュ
ラーエコノミーを推進しており、廃棄物政策については、
社会経済情勢も考慮しながら着実に取り組んでいく必要
があると考えている。
質問ゴミ収集と市の環境政策

ごみ問題からの廃棄物政策
無会派 村

む ら や ま

山 博
ひ ろ の り

紀
21負担軽減でこどもと交流を

無会派 伊
い と う

藤 正
ま さ こ

子
20

問こどもの性被害防止等の業務は増加しているが教員は
増えない。働き方改革で学校活動が縮小される中、教員
は児童生徒や保護者とどうコミュニケーションを図るか。
答教育長　学校生活のあらゆる機会を捉えて、児童生徒
との信頼関係を築くとともに、保護者とのコミュニケー
ションも、保護者会、面談などを活用し、取っていく必
要がある。また、勤務時間外の電話対応は制限している
が、日を改めるなど、できる限りの対応をしていく必要
があると考える。さらに、連絡システムであるすぐーる
の配信機能を適切に活用することで、より効率的、効果
的なコミュニケーションの実現が可能であると考える。
質問農地中間管理事業の活用　質問教育の諸課題９

山車修繕基金設置について
川越市民の会 小

こ ば や し

林　 薫
かおる

22

問私の議場での発言は市民の代表として行っている。川
越まつり関係者の多くが「山車修繕基金」設置を要望し
ているが、再度、市長の考え方について伺う。
答市長　山車修繕基金の設置については、山車保有町内
協議会の各町に、修繕に係る状況等についての調査を行
うとともに、ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事
に登録されている自治体に、
山車や屋台の修繕に関する
補助等について照会してい
るところであり、引き続き、
調査・研究していく。
質問川越氷川神社文化財　　　質問市長の政治姿勢

」

東中の今後を早急に検討を
政策フォーラム 髙

た か は し

橋　 剛
つよし

23

問少子化が加速しているといわれており、児童生徒への
対応が急がれると考えるが、教育委員会の見解を伺う。
答学校教育部長　本市の児童生徒の推計によると、出生
数の減少の影響もあり、今後も減少は続くものと見込ん
でいることから、一定の集団規模を確保できないことに
よる学校運営の課題が懸念される。教育委員会としては、
適正規模・適正配置における基本的な考え方を整理した
基本方針を今年度策定し、各地区における小中一体化や
同校種の統合に向けた具体的な計画を順次策定したいと
考えている。また、建築後65年を迎えている東中学校に
ついては、早急な検討が必要であると認識している。
質問市立東中学校の更新

ハラスメント防止等の概要
川越市民の会 小

こ ば や し

林　 透
とおる

19

問川越市職員ハラスメント防止等の指針の概要について
伺う。
答総務部長　本指針は、川越市ハラスメント根絶宣言を
受け、より効果的なハラスメント防止を図るために、職
員一人一人が、ハラスメントに関する正しい知識と共通
の認識を持ち、お互いを尊重しながら、働きやすい良好
な職場環境の実現を目指し、職場におけるハラスメント
の防止やハラスメントに起因する問題が生じた場合の対
応等に関し、必要な事項を定めたものである。

質問ハラスメント　　　� 　　質問斎場の費用負担のあり方

徒歩避難困難地域への対策
無会派 川

か わ ぐ ち

口 啓
け い す け

介
18

問避難所等が遠く、徒歩避難が困難な地域への対策とし
て、民間施設の協力や隣接する自治体の避難所へ避難す
るなどの対策が必要と考えるが、市の考えはどうか。
答危機管理監　指定緊急避難場所や指定避難所となる公
共施設には限りがあることから、民間施設や隣接する自
治体の協力を得ることは有効と考えている。今後は、民
間施設との、災害時の避難に関する協定の締結に向けた
働き掛けを継続するとともに、埼玉県内全市町村で締結
している相互応援に関する基本協定に基づき、隣接する
自治体への避難が可能である旨を住民に周知するなど、
避難に時間を要する地域への対策を検討していきたい。
質問小中学校に関わる諸課題　質問災害対応、対策
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先人たちが残した文化財
初雁自由政令会 吉

よ し の

野 郁
い く え

惠
29

問観光客数や商人文化としての蔵造りだけでなく、より
「川越らしい観光」となるよう、三芳野神社や本丸御殿
など、川越城の歴史や価値をどのように伝えていくのか。
答副教育長兼教育総務部長　川越城の歴史や価値を各種
講座や見学会、ホームページなどを通じて多くの人に深
く理解してもらうとともに、学校での学習を通じて児童
生徒にも認識できるよう努める。また、川越城のみなら
ず、本市にある多くの文化財は、川越らしさを継承する
先人たちが残した歴史や文化の証であることから、先人
たちの思いや知恵、苦労なども含め、歴史文化の本質的
価値について理解してもらえるよう情報提供に努める。
質問先人たちが残した文化財

生活支援の改善・拡充を
日本共産党 今

こ ん の

野 英
え い こ

子
24

問高齢者補聴器購入費補助事業の補助金の増額、訪問理
美容サービス事業の契約方法の改善を求めた。高齢者の
生活支援の拡充が重要と考えるが、市長の見解を伺う。
答市長　高齢者の生活環境や心身の状況に応じて、生活
支援など、必要なサービスを必要なときに利用できる環
境を整備することは重要であり、また、生涯にわたって
生き生きと活躍できるように、社会参加や生きがいづく
りを促進することも重要である。
　今後も、ニーズの把握に努め、持続可能な事業となる
よう各事業の検証等を行い、高齢になっても住み慣れた
地域で生き生きと暮らせるまちを目指していきたい。
質問高齢者の生活支援拡充を　質問高階地区の安心・安全

追加給付の予算措置は
日本共産党 池

い け は ま

浜 あ け み
25

問生活保護の生活扶助基準の減額は違法との最高裁判決
が出た。追加給付の対象者は生活保護受給中が3422世帯、
生活保護廃止が3281世帯。追加給付の予算措置はどうか。
答福祉部長　保護費の追加給付は、令和８年度の当初予
算に既に計上しており、生活保護費と同様、４分の３が
国、４分の１が市の負担となる。原告世帯の特別給付金
は、全額を国が負担して、国から原告世帯に直接支給さ
れるものである。なお、会計年度任用職員の人件費や職
員の時間外勤務手当をはじめとする自治体の体制整備等
に係る事務費は、10割が国の補助対象となる。

質問命をささえる生活保護　� 質問旧市民会館解体跡地利用

米農家の担い手の確保を
日本共産党 柿

か き た

田 有
ゆ う い ち

一
27

問農地の集積が進んでいるが減少は止まっていない。米
作は新規就農も少なく、現在の農家に長く続けてもらい、
次の担い手に引き継ぐことが必要だと思うが市の考えは。
答産業観光部長　10年後を見据えた農地の利活用につい
て定めた地域計画では、稲作の農業者について、次代へ
と引き継ぐため、少ない担い手で効率的に営農する環境
を整えることとしている。このことから、ほ場整備や農
地の集積・集約、大型機械の設備投資などが必要と考え
る。また、稲作は他の農産物に比べ、栽培期間が限られ
ていることから、副業などでの営農が可能となるような
支援策を検討していく。
質問市内農業の発展めざして　質問スポットワーク

資材高騰や不足への支援を
日本共産党 川

か わ ぐ ち

口 知
と も こ

子
26

問中東情勢や物価高の影響を受ける中小企業者の経営継
続のために、給付金事業を実施していく考えはあるか。
答市長　不安定な中東情勢の長期化に伴う原料・資材等
の供給の偏りや流通の目詰まりによる物価上昇により、
市内中小企業者や小規模事業者では、日々の経営に対す
る不安が広がっているものと認識している。市内産業の
根幹を支える中小企業者等が安定した経営を維持できる
よう、まずは本市でできる必要な支援策を講じていきた
いと考えている。また、市内中小企業者等の状況を捉え、
正確で適切な情報収集と発信に努めるとともに、さらな
る必要な支援策についても早急に検討していく。
質問市民・事業者への支援を� 質問公共トイレに生理用品を

どうせ無理をまずは挑戦へ
川越市民の会 柳

や な ぎ さ わ

沢 貴
た か お

雄
28

問さまざまな困難により一度立ち止まった大人が泥を払
い立ち上がる姿は、こどもたちの自己肯定感や夢を育む。
「こどもと大人の夢の好循環」の重要性の認識を問う。
答教育長　身近な大人が学び続け、挑戦し続ける姿を見
せることが大変重要であり、身近な教師がこどもと共に
夢や希望を語り合うことが、こどもの心に挑戦するとい
った意欲をかき立てる。夢や希望を語れる教師を育てる
とともに、学校や家庭、地域が連携・協働しながら、持
続可能な社会の創り手の育成やウェルビーイングの向上
を目指し、こどもたち一人一人が夢や志を持ち、自らの
可能性を伸ばしていける教育の推進に努める。
質問どうせ無理をまずは挑戦
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　４月14日に開会し、下記の市長提出議案３件の審議、正副議長選挙、議会運営委員の選任等が行われ、
同日閉会しました。

川越市議会に関する情報をお知らせします。議会情報

第２回臨時会第２回臨時会

臨時会で審議された内容は
こちらの会議録からご覧いただけます ▶︎▶︎

今定例会で２件の請願書が提出されました。審議の結果は次のとおりです。
また、今定例会の最終日に、議員から意見書案が提出され、原案可決となりました。
意見書の内容は以下のとおりです。

請願・意見書

提出者　川越市小仙波町２－50－２　
　　　　川越市障害者団体連絡協議会　
　　　　会　長　山田　誠次　ほか11名

身体障害者手帳４級への医療費助成制度の継続を求める請願書　　  　　　　　― 不採択 ―

提出者　川越市宮下町１－６－21　　　　　　 川越市小仙波町３－15－５
　　　　川越地方労働組合連絡協議会　　　　 埼玉県商工団体連合会　川越・東松山民主商工会
　　　　会　長　山岡　俊彦　　　　　　　　 会　長　守屋　裕子　　　　　
　
　　　　川越市月吉町４－６
　　　　埼玉土建一般労働組合川越支部
　　　　支部長　小野　元晴

「ホルムズ海峡封鎖等の影響を受ける中小企業・小規模企業者への
緊急支援策の実施を求める意見書」の提出を求める請願書　　　 　　　　　　   ― 採択 ―

　

　下記の意見書を、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、経済産業大臣宛てに送付しました。

ホルムズ海峡封鎖等の影響を受ける中小企業・小規模事業者への
緊急支援策の実施を求める意見書

　円安による物価高に加え、イスラエルとアメリカに
よるイランに対する攻撃を発端にした、ホルムズ海峡
封鎖による影響が急速に広がっている。地元事業者か
らは「塗料用シンナーが80％値上がりした」「塗装の
仕事の減少により足場の仕事も減ってきた」「値上が
りにとどまらず、必要な原料・資材が手に入らない」
「５月から仕事がなくなり、売上げが前月比で半減し
た」など、幅広い業種から切実な声が短期間のうちに
寄せられている。
　備蓄石油を放出しているので、直ちに影響は出ない
との報道もあるが、事業に必要な資材の調達そのもの
が困難に直面している。ガソリンはあっても資材がな
く、仕事があっても受注できず、事業者にとって今の
中東情勢はコロナ禍よりも怖く、中小企業・小規模事
業者にとっては特に深刻な状況というのが実態である。

　この中東情勢への対応は、一事業者の経営努力だけ
では打開できない事態に既に陥っている。その中で
「社員を路頭に迷わすわけにはいかない」と、多くの
中小企業・小規模事業者は、先の見えない不安の中、
資金繰りや雇用を維持する方策を必死で模索している。
　こうした事業者を守るため、コロナ禍に実施された
中小企業・小規模事業者が経営を安定させられる緊急
支援策を早急に実施することを国に求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

　令和８年６月24日

　　　　　　　　　　　　　　川　越　市　議　会

議案第42・43号　専決処分の承認　― 承認 ―
議案第44号　川越市道路線の認定（開発行為）　― 原案可決 ―
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私的利用の範囲を除き、記事や写真の無断転載を禁じます。
かわごえ議会だよりは、ユニバーサルフォントを使用しています。

発行｜川越市議会　　　　編集｜川越市議会広報紙編集委員会　　　　電話｜049-224-6067

　温暖化の影響か、まだ６月ですが台風６号の襲来。議会閉会日には台風７号８号が発生。議会に影響はなかった
ものの秋の台風シーズンが心配です。近県を震源とする地震も発生しており、市の防災情報をぜひご活用ください。
今議会では各種議案審議の他、２件の請願審議や同意案件があり、４月より空席となっていた副市長が選任されま
した。議会だよりの他、各議員もさまざまな方法で情報発信しておりますのでぜひご覧ください。 (中野　敏浩)

編集後記
議場で演奏を行った川ジャズカルテット議場で演奏を行った川ジャズカルテット

　６月２日、今定例会の開会日に議場コンサートを開催
しました。
　今回は、川ジャズカルテットの皆さんにより、『I Got 
Rhythm』『お楽しみメドレー』『星に願いを』『On the 
sunny side of the street』の４曲を演奏していただき、
議場を盛り上げていただきました。

議場コンサート

意見書 正副議長の紹介
就任のあいさつ
　このたび、令和８年第２回臨時会において第92代議長な
らびに第87代副議長に就任させていただきました。
　100年続く歴史ある議会のバトンを預かり、身の引き締ま
る思いです。議会というと「少し堅苦しい場所かな？」と
思うかもしれませんが、安心してください。小江戸の町並
みを散歩するように、肩の力を抜いて「こんなことがあっ
たらいいな」と気軽にお話できる、そんな場所を皆さまと
一緒に作っていきたいです。皆さまの笑顔が一番の原動力
です。道で見かけたら、ぜひお声がけください。これから
の川越を一緒に歩んでいきましょう。

経歴：平成27年に初当選
し、今期が３期目。文化
教育常任委員長、議会運
営副委員長等を歴任。

副議長
吉 敷　賢一郎

 議　長
片 野　広 隆

経歴：平成15年に初当選
し、今期が６期目。市議
会議長、市議会副議長、
議会運営委員長等を歴任。

　４月10日に牛窪喜史委員から委員の辞任願が提出され、
これを許可し、新たに小林薫議員を委員に選任しました。
　また、４月14日に片野委員長、小島委員から委員の辞
任願が提出され、これを許可し、新たに髙橋剛議員、小
高浩行議員を委員に選任しました。
　同日、委員長の互選を行った結果、小ノ澤哲也委員が
委員長に選出されました。

議会運営委員会

　新たに会派が結成されたことにより、構成員が変更に
なったことから、無会派の伊藤正子議員が委員に選出さ
れました。

図書室委員会

　２名の欠員が生じたため、６月２日に選挙を行った結果、中野敏浩議員、小高浩行議員が当選しました。

消防組合議会議員

　４月14日に中村文明議長、小高浩行副議長から辞職願
が提出され、これを許可しました。
　議長、副議長が欠員となったため、選挙を行った結果、
議長に片野広隆議員が、副議長に吉敷賢一郎議員が当選
し、就任しました。

議長・副議長

　新たに会派が結成されたことから、小林透議員が委員
に選出されました。

広報紙編集委員会


